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す
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
行
政
処
分
を
回
避
す
る
事
業
者
の
悪
質
な
販
売
及
び
勧
誘
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
お
け
る
「
意
に
反
し
て
契
約
の
申
込
み
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
」
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
消
費
者
庁
公
表
）
は
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
通
商
産
業

省
令
第
八
十
九
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
行
為
及
び
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
行
為
に
つ
い
て
、
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
さ
れ
る
画
面
例
を
示
し

な
が
ら
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
消
費
者
を
含
む
国
民
に
と
っ
て
理
解
が
困
難
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
特
定
商
取
引
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
通
信
販
売
を
す
る
場
合
の
商
品
の
販
売
条
件
に
つ
い
て
広
告
を
す
る
と
き
の
表
示
事
項
と
し
て
は
、
省
令
第

八
条
第
七
号
に
お
い
て
、
「
商
品
の
売
買
契
約
を
二
回
以
上
継
続
し
て
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
金
額
、

契
約
期
間
そ
の
他
の
販
売
条
件
」
を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
各
回
の
売
買
契
約
に
係
る
支
払
額
及
び
そ
の
時
期
の
表
示
が
義
務



 

２ 

 

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
「
契
約
に
際
し
て
初
回
価
格
等
を
表
示
さ
せ
ず
、
例
え
ば
半
年
間
な
ど
で
の
総
額

の
み
を
表
示
す
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
す
」
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
相
談
件
数
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
定
期
購
入
が
条

件
と
な
っ
て
い
る
健
康
食
品
や
飲
料
、
化
粧
品
の
通
信
販
売
に
関
し
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
全

国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
に
各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
登
録

さ
れ
た
令
和
元
年
度
に
受
け
付
け
た
相
談
の
件
数
は
二
万
九
千
百
七
十
七
件
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
相
談
の
内

容
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
当
該
相
談
の
件
数
と
特
定
商
取
引
法
の
規
定
に
基
づ
く
行
政
処
分
の
件
数
を
単
純
に
比
較
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
特
定
商
取
引
法
に
違
反
す
る
事
実
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
適
正
に

行
政
処
分
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
並
び
に
宅
地
建
物
取
引
業
法
施

行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
第
十
六
条
の
十
二
第
一
号
ハ
及
び
ニ
の
規
定
に
よ
り
、
宅
地
建
物
取
引
業



 

３ 

 

者
等
が
宅
地
建
物
取
引
業
に
係
る
契
約
の
締
結
の
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
相
手
方
等
に
対
し
、
当
該

勧
誘
に
先
立
っ
て
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
商
号
又
は
名
称
及
び
当
該
勧
誘
を
行
う
者
の
氏
名
並
び
に
当
該
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
勧
誘
を
す
る
目
的
で
あ
る
旨
を
告
げ
ず
に
勧
誘
を
行
う
こ
と
並
び
に
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
相
手
方
等
が
当
該
契
約
を

締
結
し
な
い
旨
の
意
思
を
表
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
誘
を
継
続
す
る
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
が
、
個
別
の
事
案
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
の
事
実
に
即

し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
通
報
は
可
能
か
」
及
び
「
会
社
情
報
が
不
明
瞭
な
事
例
に
つ
い
て
確
認
し
、
行
政
処
分
を
し
た
こ
と
は
あ
る

か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
宅
地
建

物
取
引
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
行
政
処
分
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
苦
情
、
相
談
等
を
含
め
た
様
々
な
手
段
に
よ
り
事
実
関

係
を
把
握
し
、
そ
の
結
果
、
行
政
処
分
を
す
る
に
足
り
る
事
実
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
同
法
に
照
ら
し
、
適
正
に

行
政
処
分
を
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
都
道
府
県
知
事
が
同
法
の
規
定
に
基
づ
く
行
政
処
分
を
行
う
場
合
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 



 

４ 

 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
現
行
の
罰
則
規
定
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
の

業
務
の
適
正
な
運
営
の
確
保
の
必
要
性
、
刑
罰
法
規
全
体
に
お
け
る
均
衡
等
を
考
慮
し
て
適
切
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
健

康
の
保
護
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
、
食
品
安
全
委
員
会
に
お
い
て
、
食
品
安
全
基
本
法
（
平
成
十
五

年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
策
定
す

る
関
係
各
大
臣
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
又
は
自
ら
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
健
康
影
響
評
価
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


